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V335a CTA大口径望遠鏡初号機のカメラ最終試験報告
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Cherenkov Telescope Array（CTA）計画は口径の異なる三つの大気チェレンコフ望遠鏡を並べ、20 GeVから
300 TeVのエネルギーを観測対象とする国際計画である。北半球のラ・パルマ島および南半球のパラナルにそれ
ぞれ望遠鏡を設置し、既存の望遠鏡の 10倍の感度でガンマ線を観測する。CTA計画は 32ヵ国が参加する巨大な
計画であるが、この中で日本は主に大口径望遠鏡（LST）の開発を主導してきた。LSTは 20 GeVから 1 TeVま
での低エネルギー観測を担当しており、このため焦点面カメラには量子効率 40%を超える PMTや 1 GHz波形サ
ンプリングの信号読み出し回路が搭載される。LST では PMT7本と信号読み出し回路基盤を合わせて、PMTモ
ジュールと呼び、これまで品質管理を行ってきた。間も無く LST初号機はファーストライトを予定しており、現
在建設の最終段階を迎えている。本講演では、LST初号機に焦点面カメラをインストールするにあたり行われた
焦点面カメラ全体での最終試験の結果と初号機の建設状況について報告する。


